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 今
年
も
め
だ
か
く
ら
ぶ
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
元
気
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
ま
た
保
護
者

の
皆
様
に
と
っ
て
笑
顔
溢
れ
る
年
に
な
り

ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

午
年 

             

め
だ
か
く
ら
ぶ

文
責 

端 

晶
子 

               

な
お
、
コ
ロ

ナ
禍
等
の
た

め
、
予
定
変
更

が
生
ず
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す

が
、
ご
理
解
く

だ
さ
い
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

12
月
の
お
楽
し
み
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

地
域
の
親
子
を
対
象
に
、
保
育
室
や
園
庭
あ
そ
び
、
毎
月
の 

お
楽
し
み
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
育
児
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
開
催
日
】
平
日
の
月
～
金
曜
日 

 

【
時
間
】  

10
時
00
分
～
11
時
30
分 

季
節
の
飾
り
づ
く
り 

 

『
め
だ
か
く
ら
ぶ
』
毎
日
開
催
中 

今
年
は
午
年
で
す
ね
。
馬
は
古
く

か
ら
人
間
の
生
活
に
密
接
に
関
わ

り
、
「
速
さ
」
「
情
熱
」
「
自
由
」

を
象
徴
す
る
存
在
と
し
て
敬
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
午
年
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
で
前
進
す
る
力
に
満
ち
た
年
と

さ
れ
る
そ
う
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

行
動
力
が
高
ま
る
こ
の
年
は
、
積
極

的
な
挑
戦
や
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
決
断

が
成
功
を
引
き
寄
せ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
年
で
す
の
で
、
新
た
に
何
か

に
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。 

今月の 

お楽しみプログラム 

1月 20日（火） 

『おしゃべりしましょう！ 
森の積み木で遊ぼう』 

＊予約不要 

1 月生まれの誕生会も行います。 

 

ふれあいランチは 

1月 20日（火） 

29日（木） 
＊ご希望の方はご予約ください。 

講師：中村尚美先生(国際ホリスティック 

セラピー協会認定ヨガインストラクター) 
場所：豊玉保育園 

人数：先着６組（定員になり次第 

締め切りますのでお早めに） 

参加費：無料 

 

YOGA で  

リフレッシュ！＆リラックス！ 

日時： ２月６日（金） １０：１５～１１：００ 
 

＊お子さんの保育はありませんが、近くで過ご

してもらったり、内容によってはお母さんと

一緒に… 

＊電話または来園して直接お申込みください 

豊玉保育園 03-3991-4484 

 
好評につき第３回 

「
季
節
の
飾
り
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
12
月
の
お
楽
し

み
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
４
組
の
参
加
が
あ

り
、
み
な
さ
ん
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
飾
り
作

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

参加者の作品 

 『ふれあいランチ』に参加された方は園児と 

一緒に食べました。 

 

コミュニケーションを大事に 

このところ、めだかくらぶに来園された保護者の方から「こんな感

じで大丈夫かしら」「もうすぐ保育園に入るのに」「入園申し込みが

終わって、まだどこの保育園に入るかわからない、でも確実に仕事の

復帰は近づいているし」「ずっとお家で過ごしていたし」といった声

を耳にします。そんな時「お母さんの気持ちは子どもたちに伝わりま

すから、お母さんが大丈夫と安心していると子どもたちも大丈夫なん

だ、安心していいんだと感じますし、お母さんが不安でいっぱいだと

子どももドキドキ、そわそわしてしまうものですよ」とお伝えしてい

ます。 

人と人とのコミュニケーションは子どもの共感性を育てるためにも

なります。 

 

児童精神科医の佐々木正美先生は著書「はじまりは愛着から」（福

音館書店）に次のように書かれています。 

『親が夫婦同士で、または親戚や地域の人たちと、にこやかに親し

いコミュニケーションをとる姿を、日々子どもたちに見せながら生活

することは、今の日本の社会では非常に重要で価値のある生き方だと

思います。 

 

両親が何を語りあっているか、近隣とどのようなことを、どのよう

な感情を交えて話しあっているか、そうしたことを、子どもは言葉の

内容ばかりでなく、表情や感情、身振りなどから感受性豊かに学びと

っているからです。』     

 

人と人とのコミュニケーションが少なくなっている現代だからこ

そ、周りの色々な方とコミュニケーションを大事にしたいですね。 

中 略 


